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乍

オ
四
回
市
議
会
定
例
会
は
、
十
二
月
四
日
午
前
九
時
四
十
五

分
か
ら
高
萩
市
役
所
で
行
っ
た
。

議
長
並
び
に
副
議
長
の
一
年
交
替
の
申
合
せ
に
よ
る
任
期
満

了
に
件
う
正
副
議
長
選
挙
を
中
心
と
し
て
市
議
会
常
任
委
員
改

選
、
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙
及
び
監
査
委
員
選
任
の
同
意
を
求

め
る
件
等
そ
の
他
十
一
議
案
に
つ
い
て
慎
重
審
議
の
結
果
、
左

の
と
お
り
原
案
可
決
承
認
さ
れ
た
。

註
に
つ
い
て

付
議
案
件
議
案
才
八
六
号
寄
附
受
調
に

報
告
才
九
号
専
決
処
分
事
項
の
つ
い
て

報
告
に
つ
い
て

議
案
才
八
七
号
昭
和
三
十
二

年
度
高
萩
市
才
入
才
出
追

１
、
昭
和
三
十
二
年
度
高
萩

加
更
正
予
算

市
才
出
更
生
予
算

２
、
高
萩
市
都
市
計
画
区
域
總
務
委
員
会

委
員
長
鈴
木
道
雄

変
更
に
つ
い
て

副
委
員
長
木
内
幹

３
、
予
算
外
義
務
負
擴
に
つ

委
員
穗
積
政
次

い
て
柳
沢
良
助

議
案
第
七
八
号
高
萩
市
議
会
樫
村
之
男

の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
鈴
木
藤
雄

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
渡
辺
伝

一
部
改
正
に
つ
い
て

文
教
厚
生
委
員
会

議
案
オ
七
九
号
高
萩
市
職
員
委
員
長
舟
生
一
郎

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

副
委
員
長
大
和
田
知
之

委
員
中
島
豊

一
部
改
正
に
つ
い
て

三
代
進

議
案
才
八
十
号
高
萩
市
役
所

矢
代
光
史

庁
舎
新
築
工
事
請
負
契
約

小
松
正
治

締
結
に
つ
い
て

大
久
保
情

議
案
銅
皿
琴
謡
負
舞
剛
繧
津
崎
経
済
委
員
会

委
員
長
鈴
木
好
之

つ
い
て

議
案
才
八
二
号
市
営
住
宅
建

副
委
員
長
根
本
賢
夫

設
工
事
請
負
契
約
締
結
に

委
員
垪
和
武
雄

つ
い
て
大
郭
電
函
鈴
木
広
次

議
案
オ
八
三
号
市
有
地
売
却
瀬
本
韓
七
郎
下
山
田
栄
三
郎

処
分
に
つ
い
て

川
松
光
彦

議
案
オ
八
四
号
課
市
有
地
挑
下
建
設
委
員
会

げ
処
分
に
つ
い
て
委
員
長
吉
田
秀
吉

議
案
オ
八
五
号
国
有
地
借
地
副
委
員
長
渡
辺
東
治

注
さ
れ
た
結
果
名
実
共
に
平
和

を
確
立
さ
れ
た
功
績
は
敬
服
に

値
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
然
る

に
之
を
改
選
す
る
こ
と
は
遺
憾

に
思
い
ま
す
古
来
「
三
代
目
」

と
よ
く
言
う
が
之
は
初
代
二
代

の
築
か
れ
た
基
礎
を
世
間
性
々

に
し
て
三
代
目
に
い
た
り
崩
す

例
の
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す

思
う
に
市
政
伸
展
の
現
状
は
一

歩
た
り
と
も
停
滞
を
許
さ
な
い

の
で
あ
る
か
ら
此
点
で
ピ
ケ
を

と
ら
な
い
適
格
者
が
選
ば
れ
る

筈
で
あ
り
ま
す
Ｏ

し
か
も
そ
の
適
格
者
は
多
士
済

々
で
い
く
ら
で
も
あ
る
の
に
図

ら
ず
も
非
才
私
が
公
平
な
選
挙

の
結
果
当
選
の
栄
に
浴
し
ま
し

た
け
れ
ど
も
之
は
私
の
夢
想
だ

も
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

己
を
知
る
も
の
は
己
で
あ
る
の

で
果
し
て
期
待
に
沿
い
得
る
や

否
や
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
。

委
員
矢
代
良
三
大
字
安
良
川

佐
藤
正
伊
藤
平
二
男

豊
田
武
門
調
治
三
四
、
五
，
一
生

上
田
助
重
大
字
上
手
綱

岩
本
啓
治
茂
又
蘆

監
査
委
員
（
議
会
選
出
〕
明
治
三
○
、
五
、
一
九
生

小
松
正
治
大
学
中
戸
川

大
正
元
一
○
、
一
九
生
大
部
薫

選
挙
管
翻
委
員
明
治
四
四
、
六
、
二
二
生

新
議
長
樫
村
之
男
氏

新
市
誕
生
以
来
満
三
年
こ
の
間
前
議
長
吉
田
氏
の
言
の
如
く
唯

初
代
議
長
舟
生
一
郎
氏
並
に
二
一
愛
市
」
の
心
Ｃ
築
か
れ
た
功

代
議
長
吉
田
秀
圭
同
氏
共
に
そ
の
續
を
私
の
努
力
不
足
の
た
め
思

す
ぐ
れ
た
手
腕
力
量
に
加
う
る
５
様
に
参
ら
な
か
っ
た
ら
申
訳

に
「
平
和
」
と
「
協
力
」
を
信
な
い
か
ら
粉
骨
砕
心
努
力
す
る

条
と
さ
れ
今
日
ま
で
努
力
を
傾
函
銚
鋤
珪
唖
榊
鏥
吋
蝿
隷
酢
婚

事
し
て
い
る
関
係
か
、
っ
各
位
刀

も

浄

諺

鯉

鷺

鑿

誇

醒

．

絶
大
な
る
御
協
力
や
願
は
な
け

恥

叩

無

辨

●

坤

岬

叩

淋

拙

抑

。

；

獺

〆

長

れ
ぱ
こ
の
重
言
を
全
う
で
き
ば

一
一
》
一
一
一
》
一
一
一
》
樫
げ
ま
す
私
は
新
憲
法
に
よ
る
オ

い
と
考
え
ま
す
。
新
し
く
生
れ

誌
る
副
議
長
も
御
録
が
あ
っ
て
の

こ
と
故
是
非
共
御
指
導
券
戴
き

村
た
い
と
存
じ
ま
す
。

終
り
に
私
の
信
念
を
披
瀝
申
上

｜

’

同
哺
充
員

大
字
下
手
綱

阿
久
津
静

明
治
二
七
γ
七
、
五
生

大
字
横
川

豊
田
渭
明

明
治
四
五
、
四
、
五
生
、

大
字
秋
山

宮
田
武
雄

明
治
三
四
、
五
、
二
九
生

０
１
１
ｈ
ｌ
ｈ
ｌ
ｌ
Ｏ
ｈ
ｌ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
ｈ

一
回
公
選
町
会
議
員
以
来
続
け

て
議
会
の
席
末
を
け
が
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
が
町
村
に
於
て

は
党
派
で
争
う
の
は
住
民
に
迷
《

惑かか又るぱかりだからよくないと言らことを城洲し

て
来
ま
し
た
関
係
も
あ
り
従
つ

て
是
々
非
々
キ
義
伝
今
日
歩
で

来
た
つ
も
り
で
勘
ろ
た
め
に
誤

解
を
廷
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
か

も
知
ら
ぽ
い
が
、
そ
Ｄ
信
念
に
』

空
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
の
記
憶
《
に
は
匡
会
に
於
て
も

公
平
を
期
す
る
た
め
儀
長
は
党
』

籍
を
は
な
れ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
私
も
党
色
な
く
公
平
に
運

管
す
る
つ
も
り
で
あ
る
の
で
御

協
力
を
お
願
い
い
た
し
た
い
。

（
議
会
に
於
け
る
挨
拶
）

｜
’

’納税昂揚運動の一環として小中學佼兒

章生徒から募集した優秀作品

（作文、清書等逐次掲載の予定）
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道
徳
教
育
の
問
題

日
本
は
終
戦
後
、
修
身
教
育

を
捨
て
て
社
会
科
中
心
の
教
育

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
子
供
達

は
一
般
に
批
判
的
に
な
り
、
社

会
の
矛
盾
を
発
見
し
て
反
社
会

的
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
最
近
の
子
供
は
理
窟
を
い

う
、
親
の
言
う
こ
と
を
き
か
な

い
、
礼
儀
を
知
ら
な
い
、
希
望

が
な
い
、
親
に
孝
行
し
な
い
、

善
悪
判
断
の
基
雌
が
な
い
、
人

間
と
し
て
の
背
骨
が
な
い
、
愛

国
心
が
な
い
、
と
い
う
様
な
こ

と
が
一
般
に
言
わ
れ
て
い
ま
す

そ
れ
だ
か
ら
戦
前
の
修
身
教
育

を
復
活
す
る
必
要
が
あ
る
と
、

↑
ゞ
一
心
一
一
出
し
て
消
す
よ
り

冒
ｊ
一
》
用
一
↓

出
さ
な
い
工
夫

一
如
三
灌
鯛
議
舳
擬
難
鰊
纈
津
一
鯛

↑
肺
川
り
し
そ
の
惨
禍
は
言
最
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

語
に
絶
し
て
お
昨
今
の
消
防
は
発
火
に
対
す
る

り
ま
す
。
こ
の
恐
る
べ
き
火
災
消
防
で
な
く
先
づ
予
防
消
防
で

の
防
圧
の
為
に
先
づ
火
災
の
予
あ
る
べ
き
で
す
、
火
災
統
計
か

防
が
オ
ー
で
あ
り
次
い
で
火
災
ら
見
て
も
原
因
の
大
部
分
は
市

発
生
に
際
し
て
は
敢
然
起
っ
て
民
の
不
注
意
か
ら
発
生
し
て
い

消
防
精
神
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
ま
す
の
で
市
民
の
一
人
々
々
が

火
災
を
最
少
限
度
に
喰
い
止
め
火
気
に
注
意
し
予
防
に
気
を
配

る
こ
と
が
最
も
大
切
で
之
が
為
ろ
な
ら
ば
必
ず
根
絶
す
る
こ
と

め
消
防
団
に
於
て
は
種
々
訓
練
が
出
来
る
の
で
、
独
り
消
防
関

し
平
素
に
於
て
心
身
の
錬
暦
に
係
者
の
み
が
声
を
大
に
し
て
叫

努
め
て
お
り
ま
す
、
し
か
し
消
ん
で
も
到
底
そ
の
目
的
を
達
し

防
団
の
み
を
も
っ
て
火
災
を
根
得
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、

絶
す
る
一
」
と
は
絶
対
出
来
得
な
市
民
各
自
が
よ
く
消
防
の
重
大

い
こ
と
は
御
承
知
の
通
り
で
あ
性
を
認
識
し
全
市
民
一
体
と
な

成
人
大
学
誰
座
受
誰
報
告

平
和
と
人
口
と
教
育
の
問
題
点
卸

一
部
の
大
人
達
が
言
う
の
で
す

し
か
し
で
す
。
１
１
明
治
、
大

正
の
時
代
に
修
身
教
育
を
受
け

て
き
た
私
達
は
、
民
主
主
義
の

今
の
世
に
お
い
て
、
市
民
と
し

て
善
良
な
人
で
あ
る
か
、
何
事

に
よ
ら
ず
責
任
を
は
た
し
て
い

る
か
、
市
を
よ
く
し
よ
う
と
努

力
し
て
い
る
か
、
子
供
に
尊
敬

さ
れ
る
親
で
あ
ろ
う
か
、
と
反

省
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
様
な
こ
と
を
考

え
る
と
、
修
身
教
育
を
子
供
に

抑
つ
け
る
前
に
、
古
い
人
間
で

あ
る
私
達
こ
そ
、
本
格
的
な
民

主
教
育
を
受
け
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
の
で
す
Ｏ
子
供
を

I

よ
く
観
察
し
ま
す
と
親
雌
の
勝

手
気
儘
な
生
活
や
、
子
供
の
人

格
を
無
視
し
た
責
任
の
な
い
刺

達
の
振
舞
に
た
い
し
て
、
一
番

強
い
反
抗
を
示
す
よ
う
で
す
。

だ
か
ら
私
達
は
、
道
徳
教
育
を

は
ば
む
者
は
親
達
で
は
な
か
ろ

う
か
と
常
に
反
省
し
て
か
か
ら

な
い
と
「
よ
い
子
」
の
育
成
は

で
き
な
い
と
痛
感
す
る
の
で
す

ま
た
最
近
問
題
に
さ
れ
て
い

る
愛
国
心
に
つ
い
て
は
前
に
申

し
述
べ
た
国
連
の
集
団
防
衛
に

た
い
す
る
義
務
を
は
た
す
場
合

に
お
い
て
、
誰
が
身
を
捨
て
国

を
護
る
か
と
い
う
様
な
こ
と
と

か
ら
ん
で
き
ま
す
の
で
、
非
常

に
注
目
を
要
す
る
問
題
だ
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
私
達
は
、
心

の
底
か
ら
平
和
な
人
間
に
な
っ

て
、
平
和
な
愛
国
心
を
持
ち
続

け
社
会
の
矛
府
に
た
い
し
て
は

っ
て
火
災
予
防
の
実
を
挙
げ
始

め
て
予
防
消
防
の
完
壁
を
期
し

得
ら
る
上
と
確
信
し
ま
す
。

斯
く
し
て
吾
が
高
萩
市
消
防
の

伝
統
と
誇
り
と
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
、
住
み
よ
い
郷
士
建
設
に

町
：
臼
Ｆ
Ｑ
Ｉ
ｎ
０
年
高
臼
ロ
ム
〃
０
、
辱
・
・
”
ザ
ー
グ
ど
ち
■
＆
■
、
日
々
・
口
鈩
・
守
口
巳
、
Ｂ
句
『
ち
ゅ
〃
ロ
■
弓
”
ざ
・
ロ
ー
タ
グ
■
口
目
〉

へ
商
工
だ
よ
り
一

）
『
〃
ロ
。
、
『
『
、
Ｐ
毎
ｌ
″
口
・
含
ロ
、
由
画
。
、
ロ
グ
ロ
ロ
卓
凸
、
Ｉ
、
■
、
勺
削
Ｐ
“
△
夕
Ⅱ
、
。
、
、
一
少
ｉ
〃
ｒ
今
Ｐ
、
や
：
、
日
々
』
串
李
Ｓ
ｅ
ｇ
Ｉ

◎
て
こ
市

市
商
工
会
で
は
市
の
協
力
を
得
て
、
昨
垂
同
様
、
来
る
十
二
月

十
五
、
十
六
の
両
日
、
研
修
会
館
前
通
り
に
、
数
十
店
参
加
し

て
で
こ
市
を
開
催
す
る
の
で
参
加
希
望
者
を
募
集
し
て
い
る
。

筒
、
近
隣
の
酒
造
家
の
協
力
で
、
で
こ
市
入
口
に
於
い
て
試
飲

会
も
計
画
し
て
い
る
。

◎
歳
末
福
引
大
売
出
し

市
商
工
会
、
商
店
街
迎
合
会
共
催
に
よ
り
、
来
る
十
二
月
二
十

二
日
か
ら
四
日
間
、
市
内
商
店
多
数
加
盟
し
て
開
催
さ
れ
る
。

大
人
も
子
供
も
手
を
と
り
あ
っ

て
建
設
的
に
行
動
す
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
。

こ
れ
を
要
す
る
に
道
徳
教
育

は
、
大
人
達
の
「
愛
の
実
跳
」

に
終
始
す
べ
き
で
あ
る
と
私
は

考
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

日
本
人
の
多
く
は
「
愛
」
と
い

５
言
葉
を
よ
く
現
解
し
て
い
な

い
様
で
す
。
だ
か
ら
愛
の
本
質

的
な
も
の
を
求
め
る
場
合
に
は

ど
う
し
て
も
新
約
聖
書
を
一
度

読
ん
で
み
る
必
要
が
生
じ
る
わ

け
で
す
。

以
上
を
も
っ
て
私
の
報
告
を

終
り
ま
す
が
、
、
将
来
の
た
め
に

少
し
で
哨
御
参
考
に
な
れ
ば
幸

で
す
（
終
）

（
筆
新
は
市
商
工
会
役
員
神
長

吉
衛
氏
）

彊
進
す
べ
く
三
万
市
民
と
四
百

五
十
消
防
人
が
一
致
協
力
し
て

火
災
期
に
対
処
す
べ
く
万
端
の

準
備
と
御
健
闘
を
お
願
し
ま
す

７
．
．
．
ｉ
・
ゞ
・
・
・
‐
、
●
．
、
ゞ
・
；
！
：
●
！
、
：
、
●
●
、
諺
．
く
、
：
“
：
！
：
、
！
・
、
、
●
、
●
．
・
・
ゞ
く
・
・
・
・
．
●
“
・
く
・
ゞ
、
。
！
・
、
、
●
、
》
、

峰
銅
罐
誇
嘩
癖
第
三
期
分
の
納
税
に
つ
い
こ

）
納
税
に
つ
き
ま
し
て
は
常
に
格
別
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
よ
い
》

〈
成
績
を
收
め
て
お
り
ま
す
こ
と
は
誠
に
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
固
へ

評
定
資
産
税
都
市
計
画
税
の
才
三
期
分
の
納
税
の
時
期
が
参
り
ま
〉

（
し
た
（
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
）
市
で
は
目
下
歳
末
納
税
完
納
》

促
進
運
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
何
と
ぞ
御
協
力
全
員
完
納
下
さ
》

処
る
よ
う
御
願
い
申
上
げ
ま
す
。
（

』
市
税
を
完
納
し
て
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
し
ま
し
ょ
う
ｏ
踊

一
・
頁
ご
Ｐ
ｐ
Ｕ
″
口
ご
字
“
・
皇
国
も
ｊ
・
戸
喜
卓
・
・
日
、
『
室
』
Ｐ
ｊ
Ｉ
。
、
ご
画
１
″
ｒ
“
卓
．
、
、
■
、
■
〃
・
彦
ク
・
旬
。
Ⅱ
、
。
、
一
・
．
▲
″
■
ひ
ご
・
皇
。
。
、
ロ
ー
〃
ｑ
屍
〆
皇
建
、
巳
、
ロ
〃
、
・
・
・
、
ム
ー
■
．
．
Ｅ
●
参
・
』
々
・
込
刀
〃
ロ
・
目
、
Ⅱ
、
■
、
”
福

有
名
に
な
っ
た
盧
女
観
光
地

花
貫
溪
谷
か
ら
土
嶽
登
り

春
の
新
緑
、
わ
ら
び
、
ぜ
ん
ま

い
狩
に
、
夏
の
林
間
キ
ャ
ン
プ

に
、
秋
の
紅
葉
に
処
女
観
光
地

と
し
て
、
市
及
観
光
協
会
で
両

三
年
来
整
備
、
宣
伝
し
て
来
た

こ
の
自
然
公
園
は
、
秋
の
深
さ

と
共
に
、
溪
流
を
舵
５
紅
葉
の

錦
繍
と
。
変
化
に
富
か
溪
相
と

が
、
絢
燗
交
響
し
て
、
秋
景
の

極
地
と
ま
で
い
わ
れ
、
十
月
下

旬
よ
り
十
一
月
中
旬
ま
で
、
或

は
サ
ィ
ク
リ
ソ
ゲ
で
、
或
は
貸

切
パ
ス
で
、
或
は
叉
定
期
バ
ス

を
利
用
す
る
老
若
男
女
の
ハ
イ

カ
ー
達
に
よ
っ
て
賑
‐
わ
い
、
延

一
万
人
を
数
え
る
に
至
り
、
そ

の
大
半
は
士
撤
ま
で
足
を
延
し

～自衛官募集～

◎只今2等陸・海。空士の志

願票を受付中です。

○受付〆切日

昭馴83年lH11H

○年 令

］8才～2;7才未満

（昭8,3,2,生～昭15,3, 1,生の者）

C試 験

33年1月18日～同月末

○入 隊

33乍3月末日から

○待 遇

初任給(),1月0円及び衣食

支給

志願票は市役所総務課にあり

ます。その他詳しいことは市

役所總務課へ問合せ下さい

1

キ
レ
イ
な
芝
生
の
円
頂
に
立
っ

て
、
眺
望
大
観
に
感
声
を
発
し

遊
ぶ
放
牧
馬
に
カ
メ
ラ
の
砲
列

を
し
い
た
・

市
で
・
は
一
躍
有
名
に
な
っ
た
こ

の
地
に
対
し
、
登
山
道
の
新
設

を
始
め
、
来
春
か
ら
の
観
光
客

の
期
待
に
添
う
施
設
を
計
画
す

る
と
共
に
、
商
工
業
者
に
対
し

観
光
土
産
品
の
発
寳
方
を
要
望

し
て
い
る
。

叉
既
に
宣
伝
さ
れ
て
い
る
大
北

溪
谷
の
上
部
当
市
地
内
横
川
滝

附
近
の
観
光
客
も
、
年
々
増
加

し
て
い
る
の
で
、
こ
の
地
域
に

対
す
る
施
設
に
つ
い
て
も
企
画

を
進
め
て
い
る
。
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１
、
生
活
の
ど
こ
が
わ
る
い

川
四
四
四
番
と
い
り
悩
話
稀
号

を
引
き
あ
て
た
人
が
死
が
四
つ

頑
な
っ
て
と
こ
ぼ
し
た
ら
青
年

が
き
て
そ
れ
は
ヨ
シ
ョ
シ
で
し

ょ
う
と
い
っ
て
こ
の
話
は
納
ま

っ
た
。
か
ま
ど
の
た
き
口
を
北

や
西
に
む
け
て
ば
い
け
な
い
と

か
井
戸
の
方
角
が
わ
る
い
と
か

何
作
物
は
つ
く
れ
な
い
家
令
だ

か
ら
と
か
友
引
に
葬
式
を
出
さ

な
い
弊
未
だ
に
迷
信
に
引
碓
ら

れ
て
い
る
と
人
工
衛
星
の
と
ぶ

現
代
に
合
い
っ
こ
が
な
い
。
私

共
は
現
在
の
生
活
様
式
の
ど
こ

か
に
疑
問
を
も
っ
て
大
勇
気
を

も
っ
て
改
め
る
↓
へ
き
は
改
む
雫
へ

き
で
あ
る
。

２
、
こ
ん
な
例

政
府
は
お
茶
の
輪
Ⅲ
税
だ
け
で
り
で
す
、
発
腿
桃
が
な
い
と
申

貼
っ
て
る
そ
う
で
す
、
所
郷
税
し
ま
し
よ
り
か
。

な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
不
要
な
の
米
食
主
我
だ
が
お
偉
方
で
哨
手

で
す
、
ゞ
ゴ
ム
林
哨
あ
り
、
バ
ナ
ナ
で
つ
ま
ん
で
た
べ
て
い
ま
す
清

は
大
し
て
大
き
く
な
く
・
ハ
イ
ソ
潔
な
手
で
す
、
そ
れ
か
ら
朝
夕

ア
シ
・
フ
ル
も
沢
山
あ
る
し
山
い
に
父
母
や
Ｈ
上
の
者
に
合
掌
の

も
、
木
に
実
る
落
花
生
、
ザ
ボ
礼
を
行
う
習
慣
が
あ
り
ま
す
が

ソ
、
マ
ソ
、
ゴ
ー
ー
等
兎
に
角
天
之
を
う
け
る
父
母
は
答
礼
ら
し

恵
豊
か
な
処
で
す
、
そ
れ
だ
け
い
形
を
と
る
様
子
も
あ
り
ま
せ

に
人
間
は
横
着
に
で
き
て
い
る
ん
、
之
は
大
変
よ
い
こ
と
で
す

よ
う
で
す
、
一
日
三
時
間
以
上
ね
。
私
咄
死
ん
で
か
ら
花
脆
を

仇
く
必
要
が
な
い
の
で
す
。
商
う
け
た
り
、
大
き
な
葬
儀
を
や

品
を
み
ろ
と
地
元
製
品
は
殆
ん
っ
た
り
し
て
貰
う
よ
り
も
、
生

ど
な
く
凡
て
外
国
の
も
の
ば
か
き
て
る
う
ち
の
厚
情
が
吐
し
い

蕃
苓
式
食
念
き
き
念
愈
さ
武
愈
、
暮
芯
ふ
舎
思
心
馨
鳶
ふ
ぷ
＄
心
…
や
芯
唾
さ
ふ
き
念
急
ぐ
ｘ
食
蕊
貴
き
き
融
芯
式
へ
き
￥
や
球
響
く
き
ぷ
幸
戦
意
ふ
や
心
式
ふ
き

世
界
平
和

コ
ロ
ン
ボ
會
議
の
印
象

鈴
木
一

歳
一
末
一
反
一
省

常
陸
太
川
市
佐
竹
女
青
で
は
部

落
の
囚
習
に
わ
ざ
わ
い
さ
れ
て

改
善
を
唱
え
て
も
さ
っ
ぱ
り
進

め
ら
れ
な
い
の
で
な
ぜ
な
の
だ

ろ
う
と
批
判
検
討
研
究
を
つ
く

し
各
家
庭
の
生
活
時
間
、
衣
料

の
持
ち
数
な
ど
を
調
査
し
現
在

で
は
衛
生
作
業
の
両
面
か
ら
能

率
の
高
い
衣
類
を
つ
け
る
こ
と

を
実
行
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

台
所
か
ま
ど
採
光
料
理
講
習
等

々
お
金
の
か
よ
る
こ
と
の
匙
の

改
善
を
と
り
上
げ
な
く
と
も
心

構
え
の
上
で
生
活
上
の
疑
問
を

捕
え
一
つ
ノ
、
コ
ッ
コ
ヅ
と
解

決
し
て
い
く
努
力
と
勇
気
が
大

切
で
あ
る
。

３
、
あ
た
り
ぱ
っ
た
り

人
が
着
て
る
着
物
を
み
て
私
も

三
三
，
一
一
一
三
三
１
三
一

司【5】

と
Ｆ
い
ま
す
、
羽
田
空
准
ま
で

送
っ
て
戴
く
あ
の
友
情
が
ど
の

位
有
り
難
か
っ
た
か
し
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
お
墓
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
大
体
か
火
非
に
し
て
そ

の
灰
を
雌
蚊
に
伽
く
だ
け
で
あ

り
ま
す
、
付
仰
も
お
か
な
い
し

七
日
忌
も
百
ヶ
川
も
な
い
、
そ

の
代
り
お
釈
迦
様
だ
け
は
毎
月

満
月
の
夜
に
法
襲
的
な
拝
み
祭

り
を
欠
か
さ
ず
閥
に
や
る
由
で

す
、
釈
尊
は
満
月
の
夜
に
生
れ

油
月
の
役
に
菩
促
樹
の
下
で
さ

と
り
を
剛
き
而
川
の
夜
に
沖
梁

に
入
っ
た
故
事
か
ら
そ
の
よ
う

に
礼
拝
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。

帰
り
は
コ
ロ
ソ
ボ
を
出
発
し

（
英
国
機
）
ク
ワ
ラ
ル
ン
プ
の

飛
行
場
に
一
寸
着
陸
し
シ
ソ
ガ

ポ
ー
ル
に
一
泊
し
、
サ
イ
￥
ゴ
ン

香
港
（
一
泊
）
沖
繩
等
に
着
陸

寒
寒
駄
争
患
、
誤
さ
い
ｑ
謂
尽
科
、
八
Ｎ
、
式
為
争
零
浬
苓
禽
、
誤
ぷ
心
誤
さ
心
や
薄
設
い
負
、
宝

買
お
う
と
か
投
げ
売
り
で
安
い

か
ら
と
言
っ
て
何
の
計
剛
に
も

基
く
こ
と
な
し
に
Ⅲ
費
し
て
な

い
か
ど
う
か
。
太
陽
を
相
手
に

す
る
年
間
の
農
Ⅲ
計
画
が
な
か

っ
た
ら
ど
う
な
る
か
。
之
と
同

様
年
間
月
間
の
生
活
計
画
を
持

つ
↑
へ
き
で
あ
る
。
部
落
に
よ
っ

て
は
家
計
輝
を
つ
か
っ
た
り
日

掛
け
月
掛
け
貯
金
を
実
行
し
た

り
。
金
の
出
し
入
れ
に
も
計
画

性
が
な
い
と
い
つ
ま
で
た
っ
て

も
う
だ
つ
が
上
ら
な
い
。
そ
れ

に
し
て
も
新
し
い
計
画
を
実
行

す
る
に
は
各
人
の
勇
気
と
熱
心

が
必
要
で
そ
ん
な
指
導
者
の
じ

み
な
、
が
く
れ
た
努
力
が
あ
る

事
を
痛
切
に
こ
い
ね
が
う
。

４
、
猫
の
目

昔
は
「
猫
の
目
」
の
様
だ
と
言

へ
ば
変
化
の
目
ま
ぐ
る
し
さ
を

現
は
す
と
共
に
朝
き
め
た
の
が

夕
べ
に
は
煙
る
》
」
と
等
を
評
し

し
羽
田
到
着
師
朝
し
ま
し
た
。

同
行
し
た
北
海
道
の
議
長
は
そ

の
伜
を
沖
繩
で
戦
死
さ
せ
た
の

で
、
今
度
の
旅
に
沖
繩
で
忰
に

会
う
気
持
一
ぱ
い
で
来
た
の
で

す
が
米
軍
の
紀
律
上
忠
娠
塔
が

見
え
て
い
て
も
そ
こ
へ
参
る
こ

と
を
許
さ
れ
な
い
事
情
に
あ
り

実
に
気
の
毒
で
し
た
、
日
本
の

麦
椰
す
べ
き
沖
繩
を
か
く
の
如

く
不
自
由
な
喪
に
お
く
こ
と
は

何
と
も
い
い
様
の
な
い
国
民
感

情
に
か
ら
れ
ま
し
た
。
教
育
委

員
の
方
や
市
の
執
行
部
の
万
及

び
數
育
に
桃
は
る
刀
々
に
お
願

い
致
し
た
い
こ
と
は
学
校
の
言

語
教
育
で
、
読
み
書
く
英
語
よ

り
も
、
話
せ
る
英
語
を
何
と
か

し
て
教
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

結
論
を
申
上
げ
ま
す
と
日
本
の

…
…
…
…

て
い
り
言
葉
で
あ
っ
た
。
東
海

村
に
原
子
伽
が
で
き
人
工
術
星

が
打
上
が
る
こ
と
を
戦
争
直
後

の
頭
で
は
一
般
市
民
と
し
て
は

誰
も
考
へ
な
か
っ
た
と
思
う
。

早
く
変
る
こ
と
を
半
ば
ひ
や
か

し
て
み
て
た
目
か
ら
は
正
に
驚

異
で
あ
る
。
し
か
し
事
実
の
前

に
は
い
か
ん
と
も
で
き
な
い
。

５
、
浦
島
さ
ん
の
驚
き

自
動
車
は
昭
和
二
十
一
年
に
十

三
万
五
千
台
だ
っ
た
の
に
昭
和

三
十
一
年
に
は
百
七
十
万
台
と

い
う
か
ら
十
二
、
五
倍
に
当
る

押
済
進
展
と
自
動
車
輸
送
と
は

両
輪
の
関
係
に
あ
る
、
だ
か
ら

言
い
た
い
の
は
道
路
の
整
備
で

あ
る
、
そ
れ
に
し
て
も
嬉
し
い

こ
と
に
は
、
戦
争
中
耕
地
に
す

る
た
め
道
を
狭
め
た
耕
作
者
や

地
主
が
道
路
拡
張
の
要
請
を
心

よ
く
う
け
て
協
力
し
て
く
れ
る

こ
と
で
あ
る
、
こ
の
市
民
各
位

将
来
は
東
南
ア
》
ン
ャ
に
於
け
る

指
導
者
と
い
た
し
た
い
、
然
も

そ
れ
だ
け
の
実
力
を
持
つ
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
即
ち
手
な
づ
け

る
と
申
し
て
は
姪
で
す
が
技
術

面
の
援
助
は
勿
諭
、
外
交
に
し

て
も
文
化
に
し
て
も
、
琵
莱
開

発
に
し
て
も
鯛
て
指
導
的
立
場

に
立
つ
よ
う
努
力
す
べ
弐
一
だ
と

思
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
英
語
を
話
せ
る
指
導

者
を
つ
く
り
上
げ
た
い
と
存
じ

ま
す
。
発
展
の
基
礎
は
こ
の
点

に
あ
る
も
の
と
深
く
思
料
さ
れ

ま
す
。

吉
と
違
っ
て
仙
界
は
縮
少
さ
れ

ま
し
た
高
蔽
か
ら
南
な
ら
ば
鹿

児
島
へ
北
な
ら
ば
北
海
道
の
釧

路
ま
で
汽
車
に
乗
っ
て
到
着
す

る
だ
け
の
時
間
を
亜
す
れ
ば
飛

行
機
な
ら
コ
ロ
ソ
ボ
ま
で
飛
べ

§
や
試
さ
§
§
畠
暮
ミ
ミ
ミ
ミ
状
Ｓ
鷲
§
良
き
き
ざ
￥
異
蕊
導
§
瓦

の
心
意
気
で
い
く
と
市
全
域
と

し
て
各
種
面
の
充
実
は
グ
ン
グ

ソ
伸
び
る
に
遠
い
な
い
、
高
救

を
故
郷
と
す
る
浦
烏
さ
ん
に
み

せ
た
ら
き
っ
と
鱸
く
だ
ろ
う
。

開
、
公
民
館

初
め
地
元
部
落
の
熱
意
に
よ
り

十
五
坪
の
建
坪
を
蓮
築
し
昨
年

四
月
二
十
一
日
市
に
寄
附
さ
れ

て
今
日
に
及
ん
だ
が
活
動
に
不

便
で
あ
る
の
炊
事
場
、
娯
楽
室

等
更
に
十
坪
の
増
築
を
行
っ
た

之
は
望
海
炭
坑
の
社
会
教
育
に

対
す
る
深
い
翻
解
に
負
ふ
所
多

く
勿
論
地
元
部
落
の
協
力
に
よ

っ
た
こ
と
で
あ
る
、
近
く
落
成

祝
を
兼
ね
て
農
業
感
謝
祭
慰
安

の
夕
の
集
い
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

増
築
成
る

る
時
代
に
な
っ
て
お
り
主
す
。

皆
さ
ん
も
ア
ジ
ア
諸
国
の
状
勢

を
是
非
御
視
察
願
い
た
い
と
存

じ
ま
す
、
百
聞
一
見
に
し
か
ず

で
す
而
し
て
諸
国
の
現
状
を
認

識
し
将
来
の
事
態
を
考
慮
し
つ

ｋ
国
家
百
鱸
の
大
計
と
申
し
ま

し
ょ
う
か
日
本
民
族
の
発
展
と

仙
界
平
和
に
努
力
す
べ
き
で
あ

る
と
確
信
い
た
す
次
オ
で
あ
り

ま
す
。

私
は
こ
の
度
の
世
界
平
和
会
議

に
日
本
代
表
と
し
て
出
席
・
し
あ

ら
ゆ
る
点
に
つ
い
て
大
い
に
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
視

察
の
状
況
を
参
考
に
し
つ
些
地

方
自
治
に
散
力
を
諾
し
た
い
と

存
じ
之
す
。
ま
だ
ノ
、
伽
報
告

申
上
ぐ
る
事
は
沢
山
、
あ
り
ま
す

が
紙
面
の
都
合
も
あ
る
こ
と
、

存
じ
ま
の
で
こ
の
辺
で
報
告
を

終
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
御
愛

読
有
が
と
５
御
座
い
た
し
ま
す

明日からといわず今日から

メートル法
一Ⅱ ""｡ Tへ､｡ Ⅱ "J戸"ﾋﾛ ﾛ ﾛｰjﾛ ﾛ D6-3f40 も～418』"へ0 ､Ⅱ D J一"d0 fh、ゴロ ･j

貢からキログラム（駐）へ升からリットル（立）へ
尺からメートル（米）へ

｡F, h,～w, ﾛ～q ,Q"ナー, ﾛ ､' 0一"j 4.-も""｡ .へ.､ 4 0J一ﾛ 4 ,0.生〆"".q ,、一・ Fjj bへ

昭和33年1月1日から取引、証明の計最にはメートル法以

外の単位は使用出来主せんその時にまごつかぬよ5今か
ら準備しましょう。
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組合長名

宮田 操
黒沢勝夫

柴田知吉

柴田長市

鈴木道雅

今川三九郎

石川信吉

箕川 勝

下村欽一

加藤庄太郎

舟生興司・
十津川辰三郎

石 安太郎
大和田 菊

住谷富蔵
金沢敬太郎

矢代光史

今野 賦
川野鐵男

山本弘治

高木福督
沼田 満

沼野義次

大山一郎

佐藤浅雄

矢代一郎
早川 実

鈴木朝寿

豊田政行

沼田才介

大高博義
小室富雄
松崎義則
柴田誠太
鈴木三郎
和知 武
深谷保雄
椎名良一
吉田 一
川井 光
沼田 保
大越俊之助
鈴木正男
宮下幸吉
渡辺亀太郎
作山栄一
神永良道
下山田利政

交付金額

863

5，9“

9，1()6

4，311

1,927

8，”2

］’2()6
918

7189

3，730

5，82(）

3，61)1
7，881

2，475
876

1，8()4

4，614

］，457
1,077

1,698

1，462

6，470

3，663

2，845

5j647

5，が7

3， ()33

1，618
78う

勺 6，←庁

lJ f1･ )イ

4，103
994

7，536
4，0‘う0
2，633
9，302
2，367
2， 124
592

8，3“
1，2ﾃ0
1,722
564

1，7()8
2,910
2，154
3，081
4，947

組合名

栄 町

北町一

仲町一、二

本町通り

昭和通り
高 郵

北町共栄
肥 五

仲の町

南町二

睦

高砂町

旭 町

主 婦

浜野二

仲町三

小桜町

浜野一

駒木原
北方発電

駒形町
高農協

商 栄

横 町
上 島

安良川八

安良川六
石滝一

松合町一

北方宿

名島三北
安良川一
安良川四
石滝三夜講
石滝西
島名一
島名三南
福 平
若 竹
市役所
島名上
豊 栄
共 栄
石 舟
川側上
滝の脇
農 家
杉 内

２
３
８
８
２
９
５
４
３
６
７
１
６
１
５
９
２
６
３
４
４
７
１
０
９
８
２
３
１
５
８
２
４
８
４
６
３
６
２
０
７
３
４
４
６
７
４
リ
リ
７
５
０

２
１
８
２
７
１
０
９
８
７
２
５
０
９
６
０
７
０
８
８
９
０
４
１
７
↑
り
８
８
６
０
３
６
９
〕
〃
２
９
２
９
２
０
９
⑩
４
５
８
７
２
２
４
６
』
１
０

額
Ａ
ｐ
挫
幻
〃
β
β
β
ｐ
〃
９
〃
２
β
２
４
β
β
β
β
２
Ｊ
β
β
Ｊ
２
２
７
８
８
８
９
０
６
４
０
５
０
９
０
１
２
９
５
２
２
４
０
７
３
４
８

金
２
３
３
１
１
１
２
１
３
２
２
１
３
３
３
１
２
３
３
４
５
５
２
４
３
５
２
２
″
２
２
″
Ｌ
２
Ｌ
″
Ｌ
２
２
ａ
ａ
ａ
２
〃
＆
２
風
も

付交組合長名

鈴木間二
神代保三
肺代近之助
岡野武雄
渡辺綱寿
小室吉夫
永山益次
松井義雄
小林 健
根本三子雄
渡辺守衛
斎藤勇夫
芳賀竹雄
佐藤なつ
大友 泰
金沢政吉
大森 盛
川上 淳
黒沢興一
今川 香
大高春雄
落合文夫
今川重道
小野高之進
鈴木勝正
細金四郎
石井三惣
柴田幸一
鈴木 静
鈴木直枝
鈴木栄次郎
鈴木長次
鈴木精男
鈴木 彰
川崎義夫
沼田富美穂
豊田義照
豊田四郎次
鈴木．幸内
豊田徳夫
沼田克道
佐 川 輝
佐川柳太郎
沼田勝美

樫村義光
菊地兼章
菊地 明
大部 薫
沼田貞夫

鈴木徳樹
鈴木兼喜

鈴木 宏

組合名

す‐ どれ
小和田
杉 岡
畑 中
堀の内
実 行
殿 町
雄子ノ尾
永 田
上町上
上町下
中町上
中町下
下町一
下町二
石河原一

石河原二
行人塚一
行人塚二
北城東
北城西
西 城
石 畑
赤浜一中
赤浜下
赤浜三
赤浜上宿
}11 側下
.『君田宿
〃 冨宿
〃 台

〃 オー
グ大荷田
〃 大川

上君田前山
〃 神合一
〃 内の草
〃 井戸沢
〃 宿上
〃 久川
〃 宿下

〃 田の草
〃 大畑
若 栗
中戸川
田 代
米 平

烏曾根
大能下

横川下

横川上

石 崎

昭
和
躯
年
度
上
半
期
分
納
税
貯
蓄
組
合
奨
勵
金
交
付
に
つ
い
て

昭
和
三
十
二
年
度
上
半
期
分
納
税
貯
蓄
組
合
の
奨
勵
金
が
こ
の
ほ
ど
決
定
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
數
は

一
○
○
組
合
、
組
合
員
徴
は
一
、
七
五
九
人
、
奨
勵
金
交
付
額
は
三
○
一
、
○
五
九
円
で
あ
り
ま
す
、
組

合
の
取
扱
っ
た
件
徴
は
一
、
六
○
一
件
、
取
扱
金
額
は
市
民
税
九
一
八
、
六
四
六
円
、
固
定
資
産
税
、
都

市
計
画
税
四
、
○
七
四
、
三
○
○
円
、
自
韓
車
荷
車
税
三
九
八
、
九
五
○
円
、
合
計
五
、
三
九
一
、
七
九

六
円
で
あ
り
ま
す
。

各
組
合
に
交
付
し
ま
し
た
艇
勵
金
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。１

１
１
１

１
１

6

伽
Ｆ
■
ざ
』
も
Ｉ
″
・
凸
亨

〉
リ
ー
樂
し
い
納
税
組
合
を
め
ざ
し
て

一
誕
壼
納
税
は
以
前
は
国
し
た
、
最
初
は
集
金
も
一
回
で

Ⅱ
下
手
綱
上
町
上
納
税
組
合
Ⅱ

《
組
一
暇
、
塞
藩
套
嬬
匪
乖
鎚
誇
恥
蓉
曄
銅
地
灌
廻
恥
蝿

》
棚
一
四
聯
鮮
蹴
繍
辨
蝋
撚
蝿
卿

な
い
と
考
へ
て
は
叉
組
合
長
等
は
創
立
当
時
反
対

い
た
が
生
活
費
そ
の
他
に
追
ひ
し
て
加
入
し
な
か
っ
た
者
を
説

つ
め
ら
れ
思
ひ
な
が
ら
も
滞
納
得
し
て
加
入
さ
せ
る
熱
心
ぶ
り

畷
も
詐
唾
》
壷
吟
や
錦
醗
幟
諏
率
榊
銅
睡
評
癖
》
錨
》
》
岬
錐

き
の
と
れ
な
い
程
滞
っ
て
し
ま
を
市
役
所
よ
り
戴
け
る
よ
う
に

５
．
何
時
も
滞
納
整
理
に
来
ら
な
っ
た
。

れ
て
そ
の
都
度
言
訳
に
困
り
居
組
合
が
出
来
な
い
前
は
督
促
手

留
守
を
つ
か
っ
て
一
時
遁
れ
し
数
料
や
延
滞
金
を
取
ら
れ
余
計

て
い
た
あ
げ
く
の
果
て
に
は
差
な
金
を
支
挑
島
わ
せ
ら
れ
た
の

押
の
浮
目
を
見
る
こ
と
に
な
つ
嘩
躯
札
蔀
諏
錨
誕
鏑
却
必
弛
韮

騨
王
醇
蛎
韮
繩
嘩
討
珍
倒
癖
睦
壺
鈩
球
速
錘
員
誇
既
匠
癖
識
鋤

督
促
手
数
料
や
延
滞
利
子
等
が
努
力
に
対
し
心
か
ら
感
謝
し
て

多
く
な
り
驚
く
ば
か
り
、
滞
納
い
る
。

は
自
分
ば
か
り
か
と
様
子
を
見
組
合
長
か
ら
前
期
分
と
本
年
前

れ
ぱ
私
達
の
部
落
は
現
金
收
入
半
期
の
奨
励
金
の
処
分
を
如
何

の
面
も
少
く
貧
農
の
状
態
で
誰
に
す
る
か
協
議
に
か
け
ら
れ
橦

討
恥
趣
錦
翻
拠
痙
畷
詮
》
搾
狂
舞
藏
礒
晶
施
諄
癖
蔀
細
帰
榊
癖

ら
昨
年
旧
正
月
今
は
故
人
と
な
地
は
笠
間
稲
荷
参
詣
と
し
十
一

ら
れ
た
市
税
務
課
の
城
一
口
さ
ん
月
二
十
四
日
と
決
っ
た
。
二
十

評
唖
謬
塞
詮
輝
坤
恥
泣
部
税
誕
》
函
啼
癖
誕
》
評
岬
璋
匪
樒
峠

詞
諏
榊
蝿
が
鈍
抵
必
や
吐
轆
壁
遊
園
に
遊
び
観
光
ホ
テ
ル
で
中

を
作
る
の
は
馬
鹿
々
々
し
い
前
食
の
上
一
風
呂
浴
び
て
旅
の
疲

納
が
出
来
る
な
ら
滞
納
は
し
な
れ
を
医
し
帰
途
水
戸
三
夜
尊
詣

い
と
、
耳
を
籍
す
山
の
が
な
い
や
伊
勢
甚
の
エ
レ
・
ヘ
ー
タ
ー
果

城
戸
さ
ん
は
夜
と
な
く
書
と
な
て
は
広
告
祭
の
出
し
物
に
目
を

く
寒
さ
も
い
と
い
な
く
通
わ
れ
白
黒
し
て
土
く
さ
い
事
か
ら
脱

個
人
々
々
に
ま
で
根
気
よ
く
説
け
出
し
て
目
新
ら
し
い
虻
化
に

得
す
る
熱
心
さ
に
ほ
だ
さ
れ
折
ふ
れ
和
気
あ
い
ノ
、
の
楽
し
い

角
だ
か
ら
一
応
納
税
組
合
を
つ
一
日
を
過
し
て
午
後
八
痔
無
事

く
て
見
よ
う
か
と
言
う
気
に
な
に
帰
宅
し
た
、
こ
う
し
た
組
合

っ
て
、
納
硯
を
す
る
十
八
壯
需
員
の
全
員
が
揃
っ
て
旅
行
す
る

の
う
ち
賛
成
昔
卜
三
世
帯
で
同
と
言
う
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た

年
三
月
一
日
創
立
と
煙
っ
た
、
、
で
み
ん
な
納
税
組
合
の
御
蔭

毎
月
二
十
五
日
に
理
事
、
監
事
だ
と
快
び
↑
」
れ
か
ら
も
大
い
に

に
お
い
て
区
域
を
分
捲
し
て
集
張
切
っ
て
古
い
滞
納
金
も
こ
つ

金
し
組
合
長
は
集
金
し
た
金
を
ｊ
、
と
整
理
し
て
貯
蓄
に
哨
励

銀
行
預
金
や
納
期
に
は
納
入
手
み
明
る
い
部
落
と
な
る
こ
と
を

税
一
切
を
為
す
こ
と
に
て
発
足
申
合
せ
た
。
（
Ｓ
Ｓ
）
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